






研究目的

　1 才 6 ヵ月健診のあるべき姿とそれに伴う 8 才児健診のより充実したあり方

を追求することを目的とする。昭和 52 年度の報告において、われわれは大要

以下のような点を報告した。①8 才児健診において、精神・言語・四肢機能に

問題をもつ頻度が上昇していること、②生後から 3才までの間に 1度も定期的

な健診を受けていないものが、全対象児の 1.3％であったこと、③8 才児健診

で精神・言語・四肢機能に障害ありと新しく確認されるものが約 600 人に 1人

の割でみられること、④精神・行動に問題をもつ症例では、運動障害の合併す

るものは 1才未満で、合併しないものは 2才以降に発見される機会が多いこと

である。


